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【背景】 

パイロクロア型 Ir酸化物においては、Ir由来のスピン軌道相互作用と、幾何学的フラストレー

ションとによって、all-in-all-out構造と呼ばれる反強磁性磁気秩序が生じる。この磁気秩序に内在

する 2種類(A; all-in-all-out B; all-out-all-in)の磁気ドメイン構造に起因した特異な磁場応答[1]や、磁

気ドメイン境界における高い電気伝導状態の発現[2]が、理論的に提唱されている。我々は、パイ

ロクロア型 Ir酸化物単結晶薄膜の作製、及び磁場冷却による磁気ドメイン制御に成功しており、

磁場方位に対する奇関数の磁気抵抗といった、この物質特有の輸送特性を実験的に明らかにして

きた[3][4]。本研究では、微小なチャネルを作製することで局所的な電気伝導測定を行い、2 種類

の磁気ドメイン分布により生じる微視的な輸送特性の観測を試みた。

【実験と結果】 

パルスレーザー堆積法によりYSZ(111)基板上に

Eu2Ir2O7単結晶薄膜を作製した。Fig. 1(a)で示すよ

うに、電子線描画装置を用いて 1m間隔の

Ni(10nm)/Au(50nm)パターン電極を形成し、各電極

間で2 Kにおける磁気抵抗を測定した。 

磁気抵抗の奇関数成分の係数をと定義すると、

各磁気ドメインでは時間反転対称性の破れに起因

して異符号を示すため、は磁気ドメインの分布を

反映する。従って、無磁場冷却時のを、磁場冷却

により単一磁気ドメインに揃えた時の(FC)で規

格化したnormから、無磁場冷却時のドメイン分布

を推測できる(norm=1では全てAドメイン、norm=-1

では全てBドメイン、それ以外ではA・Bドメイン

が混在している)。Fig. 1(b)はnormの場所依存性を

示しており、各電極間における2種類の磁気ドメイ

ンの面積と分布を示唆している。 
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Fig. 1 (a) Optical microscope image of the 

device and (b) location dependence of norm. 
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